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北海道1こおけ，る農家の．

消費構造分析の澹めに
一資金の動きを中心としてみたる前擬条件の検討一

斗　河　英　男

　われわれの目的とするところは北海道におけ

る農家の消費構造を明らかにすることである。

即ち，藁家がその家計支出に際して如何なる要

因の制約を受けるか，あるいは如何なる考慮，

または選択が行われるか1消費藩としての農家

の行動方程式を明らかにすることである。しか

して，われわれは第1に所得との関連において

それを捉えようとするのである。

　最近わが圏の経済発展の特質を，それを規定

する諸函子相互の関係を遡面することによって

解明せんとする努力が非常に蔵まり，それに伴

なって，わが国産業の中に大きな地位を占ある

心血の函数的な分折が盛んになってきた5

　このような動きの一環として生産蘭数，消費

函数，貯蓄函数等の推計，食糧需要構造の分栃

から，生活水準の灘9測に至る多くの試みが行わ

れている。これらは，従来農業に関して行われて

ぎた微視的な分析に代って，国畏経済の一部門

として農業を考察分析するという巨視的方法へ

の第一一歩である。従って，その研究分野は未關

拓の」邸こ漸く最初の鋤を入れた段階にすぎず，

オeお多くの困難な問題点を残している。

　われわれがこのような動向の中で，特に北海

滋という如ぎ，地域的に制約された地帯の農業

を対象として採上げたのは，その地域的な特殊

性の故に逆に践本農業一一般の構造的な特質を鮮

明ならしめる一助にもと考えたからに外ならな

い。特に．農家の消費購造の嘱では，米作に，対す

る比重が比較的に小さいことから，食糧に対す

る需要構造の差異がみられるのではないか，従

ってわが鰯農家の家計支出において大きな部分

を占める飲食費に対するその影響が考えられる

ということ。また，寒冷地に属することから，

光熱費，柱居費あるいは被服費等の点で，何等

かの相異があるのではないかといケこと。これ

らの点からその家計支出に当っては一般的な府

県農家との問に差異が生ずるであろうことは想

像に難くない。

　だがさきにも述べた如く，農家の経済的な分

析に当ってはいまだ多くの關難がある。その第1

はわが国の農家が企業者ではなく，従って，身つが

園の農業の大部分は企業ではないことであろ。

換言すれば，いわゆる小農経済といわれるとこ

ろのものであって，経営と家計が密着して衆分

離なことであり，夏に，その経営が主として自

家労働力によって行われていることである。

　従って，第2に章段し得る統計的資料が極め

て不十分且つ，不舗とならざるを得ないことで

ある。この点，農家経済調査が殆ど唯一つの手

掛りであって，われわれも主としてこれに依存

しているのであるが，これとても未だ不備な点

を克服し得ず，その地域的なあるいは附属的な

代表鞍や，自給物，麟家労力の評髄等は問題点

を幾しているのである。

　第3には，更に突込んで農家経1斉の内部的な

問題として，各種の因子をどのように．掴まえる

か，例えば資金の動き一つにしても，統計的に

承～きれたそれぞれの項目をどのように取扱うか

という点に問題がある。一例をあげれば，

　　貯蓄瓢農家所得（可処分所得）

　　　　　　　　　一家計支と1＝レ農家余剰

　という如き常識的な方式をとってみても，統
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計資料から得られる農象余剰が果してそのまま

引墨貯：蓄と考えてよいかどうかというようなこ

ともあるのである。

　従って，本稿ではまず鍛近の農家経済特に家

計支出に関連しての動向を概観し，次いで農家

におげる資産の動態を吟題することから出発し

たいと考えるのである。

　経済審議庁による昭憩28年度年次報告零によ

ると，農蒙の消費水準は昭郵25年から26年へ

の11％の上昇に引続き27年に1ま更に粥年より

11％と大幅に上昇を示している。かくて，26示

すでに戦前水準を突破した農家の消費水準は27

年には119．8％と実に戦前を2割も上廻るに聚

っていろ。

＊　（年次報告附表73衰）

　　　　　　農村消費水準の推移

　　　　　　　　　　　　　　　消費水準

　　　　昭和9～11年　　　　　10α0

　　　　　　　　25　壬ド　　　　　　　　　　93．5

　　　　　　　　26年　　　　　王03。4

　　　　　　　　27年　　　　　　　　王19．8

　同様のことは北海道の農家についてもいえ

る。家族1人当りの支出額をみると

　涯｛和　25　年　　　　　　　　34，968Fq

　　　　26　年　　　　　　　　37，941

　　　　27　年　　　　　　　　43β11

　　　　28　剰三　　　　　　　　　45，868

　　　（家計用品）

100．0

108．5

123．9

131．1

農業パリティ榊指i数にて調整せる’金顛

　　　これ・らの数字は農抹省農家経済調査報告

　　　による。以下特に断らぬ限りは同じ。

　即ち，繁々家計支出は増大しつつある。この

ような寒寒支出の増大一一消費水準の上昇一

はどうして生じた：か。まず考えられるのは農蜜

革威の向上である。つまり．農家所得も遂年増加

しつつある。繊し28年に就いては多少の問題

がある。

　　　　　北海道におけ’る農家所得

　　　　　　　購（円塔講揃＊

　昭禾鯉　25　｛匡　　　3GO，782．　　42，650　　　　三Gα0

　　　26　年　　　355，364　　　45，566　　　　106．8　　’

　　　27　年　　　346，628　　　46，姦83　　r　109。0
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　　　28　ゴ艮　　　333，159　　　42，354　　　　99．3　．

串　パリティ桝指数（家計用品）にて調整

　これでみる通り，噺得の上昇速度は藤津支出

に比し，かなり緩漫であるばかりでなく，28隼

度には実質的には25隼度よりも低いのである。

つまり，家計費は所得の増大する以上の速度で

増加し，且つ，その趨勢は欝欝が低下して一向

衰えぬところに問題がある。この限りでは所得

の増加が必ずしも家計費の増加を母野したもの

とは断定し難い。

　爽に所得の構成が聞題となる。再び目糞年次

野津の数字を採ってみよう。

　　　　　農家の所得と支出の構成　（％）

　　　　昭麹9－11　　24

農家駈愚　100　　100

　農業所テξ｝　79　　　　72’

　農iタ←所蓄尋　　21　　　　28

1考ミ　言十　琶憂　　　78　　　　91

蓄H税公言果716
勇ミ　癖1　15　△7

2δ　　26　27

10◎　　100　100

68　　69　66

32　　31　34

81　　81　81．

ユ0　　　9　　8

　9　　10　11

　即ち農家所得の中農業所得の国営が減少し機

外所得の割含が増大していることが注目きれ

る。なお同報告の説明に従えば農村実効物価指

数によって修正した実質値についてみると農業

所碍は2％と三胎の水準に近づいたとはいえな

お未だ完全には回復していないに反し，農外所

得は約6割増加してそれを補っており，その緋

果として農家所得が戦前の水準を若干越え，高

水準の農家消費を可能ならしめているという。

　次に北海道についてみると，次の如き状況で

ある。註

　　　　　　　腿家収入（単位千円）

　　　　　　農業収入農外取入収入計
　i昭和26轟三　483（100．0）　　75（100．0）　558（100．0）

　　　27年　　502（103．§）　　82（109．3）　584（104．7）

　　　　　　　　農家所得　（単位千円）

　　　　　　農業所得農外所得　　計

　罫召瀦326南三　　　　　　330　　　　　　　69　　　　　　．399

　　　27年　　　　　　　320　　　　　　　70　　　　　　390

　滋　昭和29年版北海道経済実耀報告書

　全鼠の場合と闇じく農外所得の割合の増大傾

向がみられる。更に岡報告欝に従えば家計費は

約3万円の増加であるが，これは主として飲食



費の増大k起因し，実質的な生活水準の上ゲさと

は考えられない。奥に．農家の経済余剰をみると

次の如く，25年，26年に比べ，27年には非常

に少くなっている。28隼にはこれが赤字に転じ

ていることはさきにみた通りである。

　農家経済余剰

琴召舜：25年　　　51，313F弓

　　26年，　　59，464

　　27壬ド∠　　15，025

　’家族1入当　灘
　り経済余剰
ii召飛ユ25歪蒜　　　7，682円

　　26壬に　　　7，625

　　27釜艮　　　3，172

　　28｛1三　△3，514

　識　家族1入当りは前罷修正殖である。

　以上みた如く農家の消費水準1象…1芯極めて戦

前に比して高くなってきたとはいえ，その実質

約な内容は依然として低い段階に止っており，

その．L冠も断餅の上昇に支えられているという

よりは，戦後の食糧不足に．接つく農村崇気に：支

えられて一時好転した勢に斜1されて蓋塀線を辿’

つてはいるものの，それを補う農業醗得の方は

再び悪化の方向に転じ，農外所得に生計資金を

求める力が強く働いてきたが，遂に最近に至っ

てはこれも及ばなくなりつつあるのではないか

と推察される。これを物語るものは借入金の増

加である。

　以上に概観した範幽内で1よ少くも農家の家計

支出は，農家所得の変動に直接制約されるとい

うよりはむしろ家計支出の必要が農家ヂ弓1得の…

定額を．要求しているともいえるのであるが，こ

の点の検討はもう少し先で再び採上げよう。何

はともあれ，いまだ低い毅聾皆にあるとはいえ

農家の消費水準は一応ll伐前の水準を越え，旦つ

これを支えるに足る農家所得を獲得できる状態

が続いてきたことを念頭に入れておくべきであ

る。しかも，畳叩の葱から考えられる膿家経済

の構造は次第に変りつつあることにも留意して

おくべきである。

　次には農家の資金動態｝こついて田干の考察を

してみたい。これ1よ農家経済の｝ノ蝦‘においてど

のように資生が動いているかを明らかならしめ

るiir∫提としても一もセ諏検討してみるべき点で島

るう。

　次に掲げる表はil置｛｛：昌27年11；～12　Jjの月別

現金駅支である。許

　識農林省農林フk産統計月報より作製。なお

　　この数掌はやや上層に偏っている傾向を持

　　つている。

　まず，現金収入の動きをみると，その大部分

奉は農業収入で83％を占め，農外収入は三7％で

ある。しかも農業収入中の約9割を作物駅入で

占めているのであるが，ここで三三されるのは

その月問変動が極めて大きいことである。こと

わるまでもなく，北海道は殆どの作物が単作さ

れているのであるから，これは当然のことであ

るが，現金収入は10月，三1月，12月．の3力唱

に集中している。逆に，4月から8月に，至る間

は極めて微々たるものであり，欄々の農家にあ

っては皆無に近いものが多いことは収穫期を考

慮する場含当然予想される。1年の収入は水田

農家にあってはユ0月以1；孝11月，12月を以て大

半を終り，後は混米を捌くことによって1月，

2月，3月と尾を曳く程度であり，畑作農家なら

ば，麦類が7月，8月，馬鈴薯が主として9月，

1G月，雑穀類が10；彗，11月を主とし，12月に

及ぶものと考えられる。従って月々の現金収入

の総額は極めて不安定であり且つ偏ったものと

なっている。この点都市労働者の場含の如く，

丁々月々の現金収入が一定しているに対して農

家の特異な燦格を示している。但し表にもみら

れる如く養畜取：入は年三三々一定した：額を示し

ている点から，二二経営を行っている農家にあ

っては，他の形態の農家とは異り，むしろ都市

生活者に近い様桐を示しているのではない力点

推察される。だが農家の大多数は極めて偏った

現金取入を得ているものと考えてよいであろ

う。しかも農外収入もまた必ずしもこのような

農業収入の偏りを補うようには入って来ていな

い。もし農外収入が，農業収入の不足を補うた

めのものであったとしても，それは月々の生計

費胴と関連してではなく，年闘の総収入のバラ

ンスの上で考慮されているものに違いない。

　一・方現金文出のノノは如イ【flであろうか。農業支

蹴についてみると，収入にみられた程の偏りは

ゑられず，3月の腿耕開娩白：蒲1こやや：多いこと

を除いては月々大日のない出方を示してい巌，

農外野職よこれに比べてやや変動が激しいが，

金額そのものが極めて少いので，金休としての

現金支lilにはさして影響iを齎していない。むし
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ろ桓税公課諸負擦が支出中に占める率がかなり

大きく，これはその性格から断得税，固定資産

税の納入期にピークを示している。全体として

の現金支出は3月，11月，12月がやや多くなっ

ている外は大差ない。このような現金収入と現

．金支出が，あまり関連を持たずに動いている結

果，月々家禽のために消費し得る金額というも

のは月によって非常に大きな差を生じている。

殊に，支出の多町費が必ずしも収入の多い月と

合致しないことが，収入颪に部ける偏りを一層

大きくしている観がある。10月，11月，12月の

3カ月だけで，年間総額の6割以上を占め，更

に1月を加えた4カ月では7割以上となってい

る。即ち農家において，その経常的な現金の動

きとしては，月々家計のために費消し得る金額

が，極めて偏って二つできているのである。特

にそれはいわゆる撫来秋と称される10月以降

の3カ月に集中的に入ってきているのである。

　　しからば，このような現金収入の動きに対し

て家計支出の方はどのような様相を示している

であろうか。表にみられる如く，家計支出が現

金の動きの中では最も安定した動きを示してい

る。最低の支出月である7月でさえも至忠出額

の約5．7％であって可消費取入が1％台を示す

のに比べ，全く異った性格を示している。だが

家計費が収入に金く無関係1こ支出されているの

ではない。例えば，収入の多い11月，12月に

家計支出もまた増大している点や，収入の少い

5，6，7月頃には家計支出もまた減少している点

がそれを示している。だが差引額に示されてい

る如く，2月以降8月に至る問は赤字を示して

いるのであって，この間の赤字はさきに叡入の

ところで述べた，収入集中期の蓄積で補ってい

るものと考えられる。催し，この際注意すべき

開題点はその蓄積が，前年度のものであるとい

うことである。ここには僅か1力年間の動態よ

　りみていないので，この点の考察には極めて不

備ではあるが，赤字の月が7カ月と半年以上に

亘り且つその閥の鍔消費収入が家計費の帯ばに

も達せることは，農家に，おける所得と家計費と

の関連を考究する場合に忘れることの出来ぬ重

要な意味を持っている。

　なお，家計黄の特に大きいllと，小さい月と

の家計費の内容を比較してみると次の如くであ

って，12月が，お正月を前にしてやや飲食費が

高くなっている一嗜好品等への支出のため一

外は，飲食費は支出の多い月も，少い月も大差

はなく，所得に対する弾力の高い被服，住居費

等に大きな差がみられる。

　　　　　　　　家計費内訳　（円）

　　　総額雛警服余熱解溜
11月　　　24，853　5，401　7，372　1，971　4，311　5，799

12月　　　32，556　9，927　9；056　1，395　5β05　6，873

5月　　11，8144，1402，001　404　1，0294，240

7月　　　11，521　4，113　1，693　　429　1，351　3，935

解鶏・⑤・鱗・・5島75・98脚・3窮778

　註　光熱獲が11月，12月に多いのは北海道

　　　における自然的条件の影響によるものと

　　　考えられる。

　ここで問題となるのは最後の欄に示されてい

る手持現金高である。すでに述べた如く，現金

収交差引額が，一方において7カ月に及ぶ赤字

を示しており，他方10月の如く5万以上の残高

を示しているにも拘らず，手持現金高は年間を

通じてあまり大きな変動を示していないのみな

らず，常に零日月の家計支出を略々満すに足る

か，あるいはそれに近い額を示していることで

ある。

　これは農家における現金収入が既述の如く極

めて短期聞に偏っていて，月々家計支出を保障

するだけの固定した収入がみられぬ点を補うた

めのものであって，都市における俸給生活者に

おける倦給に代替する作用を持つものと考えら

れる。即ち集中的に入ってきた現金収入は一旦

預貯金となり，月々の家計支出に見合う額が引

出され手持として保持されていることを示して

いる。この点は，別の機会に取扱うであろう農

家の貯蓄勲臣の推計の際に重大な問題となるも．

のと思われる。三遠すれば，農家における欝蓄

は都市生活のそれとはいささか性格を異にして

いることである。ヒの点は次に示す財薩的現金

収支の表が更に明らかに，示している。

　なお，財産的収支の颪では，現物の動きは殆

ど無視しても差支えない程に少額である。

　この表から萢ちに気付くことは，取入の面で

は駐1収金及び預貯金の引出額が，支出の面では
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

↓1

12

月

月

絹

月

月

月

月

月

月

月

報

毎

財産的現金叡支

　　　財　産　的　収　入

ノー一一一欝羅趣編鰍
　984　　　　　15，991　　2，470

　730　　　　　13，759　　8，573

4，189　　　　　18，233　　13，137

1，946　　　　　13，964　　6，688

2，398　　　　　12，479　　7，397

1，646　　　　　14，268　　5，111、

2，261　　　　　10β60　　9β29

2，212　　　　　11，349　　　6，975

1，570　　　　　12，369　　6β88

　450　　　　　41，787　　7，190

1β95　　　　41，986　　8，07G

1，248　　　　　42，718　　6，587

18，768　　　　249，763　　78，586

滑

19，445

23，062

35，559

22，598

22，274

21，025

22，950

20，536

20，327

49，427

51，451

50，553

347，117

竹中額が共に極めてたきく，離者は収入中の72

％，後者は：支出中の63％強を示していることで

ある。しかも10∫」，11月，12月の3ヵ月が極

めて大きい一一支出額において｝よ特にそうであ

る　　以外は月々大差なく，且つかなりの多犠

である。このことは，預貯金の1二目当が農家の場

奮諜常に頻繁なことを物語っている。且つ，収

支の差引額がさきにみた現金収支の場舎に赤字

になっている携が反対に黒字となり，黒字の月

が赤字になっている玄寸応のしかたに注意すべき

である。このような関連的な動きは借入金と借

入金返済の動きにもみられる。即ち，月々の赤

字は貯蓄の払戻し及び資産処分，借入金等によ

って補われている。この関係をもう少し突込ん

で検討してみると次表の如くである。

　　　貯蓄払戻資金の使途（王戸当り平均円）

総

農

農

生

磨L

　業　資

　外　資

　　　資

内　経　常

　税　公
の

額

金．

金

乾

死

仙

　1負債償還
内
　：1預貯金切替

255，045

60，035

　3，453

77，515

　　　　68，336

24β94

92，954

　　　　46β82

　　　　35，277

資産売却資金の使途

　　言〔t　　　　　17，585

　　　（門）

　　　財　疲ミ的　：支　患

投　資貯
　壕，486　　　23，630

　4，639　　　11，398

　5，826　　　　11，479

　4，644　　　　7，613

　2，901　　　10，359

　3β36　　　11，914

　5，611　　　　6，801

　4，971　　　　9，312

　5，023　　　11，409

　4，702　　　72，818

　7，159　　　　44、510

　6，075　　　32，442

59β73　　253，685

　　農　業　資

　　農　外　資

　　生　　　資

　　　内　経常

　　租　税　公

　　そ　　　の

磯壌
　5，632

　2，271

　5，582

　．995

　3，768

　2，014

　2，14王

　1，282

　3β19

　22，615

　18，5G8

　18，511

　86，638

金

金

金

繰

課

領

内　預貯金切替

総

農

農　外

生　溺‘

33，748

　18β08

22，887

　13，252

　17，028

三7，264

　14，553

　王5，565

　19，751

100，135

　70，177

　57，028

399，696

6，987

485

4，449

575

5，089

篭　　腿

△14，3◎3

4，754

12，672、

9，346

5，246

3，761

8，397

4，971

8，576

△50，708

△18，726

△6，475

　52，579

3，894

2，429

借入金の使迩（1戸当り平均円）

　内　経

租　税

そ　　　の

内｛議響

　　額

資　軍

資　金

資　金

轡　費

公　課

　　他

93，玉99

54，154

1，237

15，642

2，159

20，007

13，251

8，663

9，592

　謎　農林省農家資金動態調査年報（昭和27年）

　　による。従って期間は27年4月～28年3月

　この数字は前記諸表とをよ期隅に多少のずれは

あるが，大凡の黒当を♂）けるためには♪費支えな

いものと｝うえる。

　これによっても知ら糞しる如く，財産的駅入の

．かなりの郷分が，生1注資金として使われている。

　以上農家における〕脱金：の動きを逸じて知られ

ることは・農家においては現金収入が極めて短

i燭悶に集申していること。それにも拘らずllξ講

6⑪



費は少くも萄；月一定額は確保せねばならず，月．

っあまり大きな変動はないこと。この聞の調整

は手持現紹こよってなきれるのであるが，予持

現：鰺の給源は預貯¢＝，あるいは資産の処分，借

入金等，言い換えれば財産的な婚疋入によって賄

われていることである。従って，もし農家の家

計支出に対して所得が影響をもつものとする

と，それは前年度の出来秋の収入に主として左

右されるものと考えられる。その隼度内の蚊入

によって大きく左右されるのは10月以降特に

11月，12月の家計支出であって，これは略々年

間支出獺の3割に達する。従って，その年度の

所得もまた全く無視することは繊来ぬと考えら

れる。しかもその影響は家計支出の各構成費懲

に平均1こは作用せず，被服類，家異什器，その

他特定のものに偏していることは醗得に対する

弾力性を分析する際に注意を要する。また飲食

費に対する支出の如きは，当該隼度の所得の多

寡が現金部分では大きく影響することは最大の

現金支仕覆たる12月を取入期の後に控えてい

ることから推察され，この点は食糧の需要構造

分極に凝して考慮すべき一つの解題である。

　また，農家における貯蓄は極めて不安定であ

って，それが投資となって繭民経済の資本蓄積

過程に参加する額は，貯蓄額から直接的には出

てこない。更に手持現金の動きや，さきにみた

漸得と家羅支鐵の関係から，農家余剰が必ずし

も農家にお1ナる幹i》1函数を導ぎ出す指標とはな

らない。

　なお騰物の動きに・：）いてみる場台，所得と末

詩支出のずれは更に大きくなってぐる。次に示

す如く，現物の動きは現金に姥べて極めて月々

の偏差が小さい。忙中いずれの欄をとってみて

も農外収支を除けば三々一定犠の環物が動いて

いるものと考えられる。その理由は現物：支患の

醐で，家計支出以外のものが極めて小さいこと

である。つまり，ここに環われている規物の動

きは，大部分が自家生産物の家計仕向であると

いって亀過書ではないご従って，家謎仕向の分

が，その都度収入及び支出として計上されてく

る以上，その動きは必然的に家計支1二残の動きに

準じてくるわけである。董弓鞭が殆ど無いに等

しい状態も当然である。では家計仕向現物が，

何故｝こかく平均的に消費されているかというと

これらはその収入の面から窺われる如く，主と

して作勃収入であり，従って，殆ど大部分が農

家における食糧一自給食糧に他ならぬためで

ある。その主要なものは米であり，次いで麦類，

雑穀類，馬鈴薯である。そうすれば，実際に．こ

れら現物の数得されるのはその∫i又穫期において

であって，現金収支の場舎以上に偏ったものと

なるであろう。従って，設現物の動きを併せて農

北海道農家における現物叡：実（1戸当り平均）昭和27年1月～12月

i　　現　　物． 収　　　入 現　物　支　　綴
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家における資金の動きを考えるときは，さきに

みた現金収支の特異性が更に顕著なものとな

る。なお，現物の動きの中財産的なものは，殆ど

取るに足らぬことはさき｝こ述べた通りである。

　以上述べてきた農家経済の動向及び農家にお

ける資金の動きを念頭において，次に消費函数

の推計について検討してみよう。

北海道農家の浩費性向について

　詐常に前置が畏くなったが，われわれの拝1的

とするのは消費構造の分析であって，価々の家

計支出の構成費目の分析に入る前に，全体とし

ての家計支出の性質を見究めておきたいと思

う。北海道における農寒がその家計費の支出に

当って，どのような行動（be簸avior）をとるか

を検討してみよう。最初に述べたように消費を

支えているものは農家の所得であるが，必ずし

もその間の相関的な動きは簡単に捉えられな

い。しかしここでは一応単純化して，その函数

的関係をみようと思う。従って次の消費函数

　　C誕a一トbY

　のC及びbを推定することとする。

　（Cは甲掛：支繊・Yは農家所得）

　そこでまず戦前におけ’る資料によって，戦前

における農家の消費に対する行動方程式を検討

してみる。その理由は，戦後においては未だ長

期的なタイムシリーズの分析を行うだけ’の期問

に回る資料がないこと，資料の作製に用い得る

調査が甚しく轡貫性を欠いていること，更には

年々の物価の変動が著しく，物価による調整に

信頼を持てないこと等である。なお，ここに利

罵する資料は北海道農会による農家経済調査に

よるものであって，使用期については調査方法

の変更はない。但し，おことわりしておかねば

ならぬことは農家を家計として概念づけている

が，最初に述べた如く，自家生産物，自寒労力

等は評価による額であって実際の現金的皮出で

ない点である。

　なお必要なデータは次の如くして算出されて

いる。

　　農豪所得露農業所得十農外所得

　，農業醗得信農業粗収入一農業経営費（識1）

62

　農外所得醤農外収入一農外：支出（註2）．

註（1）戦々にあっては戦後の税制が異なつ

　　ており所得税は殆どなくジ諸負担も専ら

　　経営闘係のものにすぎなかったので，組

　　税公課諸負担は農業経営賊心に殆ど含ま

　　れている。従ってこういう農家駈得は可

　　処分所得と考えて大きな誤りはない。

　（2）　農外所得には被贈収入や・財産的な

　　双入も含まれている。贈った方の分は家

　　漸漸中の交際費として含まれている。

　　　　農家の所得と家計：支出

昭和3年

柄得（・）

4年
5年

6年

7年

8年

9年

10年

11年

12年

13年

　．一再一．

1，560．30

三，504．00

989．68

67L82

930．03

1，420．00

1，302．74

1，302．14

1，801．62

2，088．14

2，60◎．96

琴驚轡階会懸．

1，3G8．84

1，319．97

1，116．37

853．18

853．17

896，46

1，089．92

1，139．25

1，200．22

1，390．65

1，469。50

農会「農家経済決纂衰」昭和3年～18年

註　貨幣額衷示

5．0

5．5

5．7

5．4

6．0

6．0

6。1

6．1

5．8

5．5

5．3

　これでみられる如く農家所得は昭和3年以降

漸次低下し，昭秘6年の不況の底を鏡に再び上

昇に転じて，以後戦時下の経済体制に向って，

　　す益々上三度を増している。だが家計支出の方は

藏ちに分る通り，一義の遅れ（lag）を以て動い

ている。これは資金の動きでみたように，農家

における家計：支出の特異性によるものである。

従って瞬得との相関的関係で山回支出の動きを

捉えようとする場合に，当該年度の噺得よりは，

前年度の所得の方が強く庄右していることも考

えられるので，以下両者の家計支出との相関度

を吟味してみる。なお，後の計算のために前表

を王人当りの修正額にして表示すると次の通り

である。

　この表によってY1，Y2とCとの相関度を計

算するとrYIC＝0．06，　rY2C謂0・794となって

当該年痩め所得はこのようなタそム。シリーズ



1入嶺り農家所得と家計：支昂

　　（修整客嚢に二よる）

昭和4年

・　5年

　　6年

　　7年

　　8年

　　9年

　　10年

　　n年

　　12年

　　13年

当該年度のi
所　得Y1
．．

Q35穿4

　　三90．80

　　170．43

　　186．75

　　251．77

　　22894

　　211．35

　　293．04

　　321。75

　　350．35

瀧年憂あ丁家許麦出

明野X2　i．c
　円　i
24

288．96旨

251．06

134．90、

、649。l

　　l
2婆Z65

211U
21L80
P

27乞60p
281ｪ

　1・ジ
206。89

21嘆．17

216．43

171．43

158。95

190．08

18491

195．22

214．28

198．05

　註　修正の指標としては東大作成，農家購入

　　物価版画を使用．

の分析には利用し得ない。ここでは従って前年

度の所得であるY2に対する家講支出の関係を

みると，1欠式が得ら）れる。

　　α謂120．52十〇。322Yt＿1　〔r＝0，794〕

　　　農家1入当農家所碍と家計：支出

昭駒　4年

　　　5隼

　　　6年

　　　7年

　　　8年

　　　9年

　　　10年

　　　11年

　　　12年

　　　13年

所　　得
　　円
　234．94

　299．05

　252．30

　178．92

　177．01

　240．57

　237護7

　253．72

　277．62

　302．72

家計支出
　　円
　206．89

　214．17

　r216．43

　171．43

　烹58．95

　190．08

　184．91

　195．22

　214．28

　198．05

　なおこの場合農家購入物価ではなく，家計用

畠のみの指数で修正したものを用いる方が更に

妥当であ為とすれば上峰の如くなり，求める式

　　は次の如くなる。

　　Ct謬a十bYL1……Ct＝87．61十〇．448　Yt＿1

　　（r二＝0．879）

　註　これは昭窟4年～12年の9力年をとった。

　　その理由としては昭和13年がすでに日支

　　事変下め年であって，やや変鋼的な勤きを

　　示している点を考慮したからである。

　即ち，年々の農家の家計支出は，前年度の農

家所得と極めて密援な関係を持ち，その消費性

向は0・448である。なお，この蔵片a謬87£1は

喪から知られる如く，野離の下降速痩よりも家

計支出の動きの方が緩漫なことや，鍛近の農家

の経済動向からみた昭和28年度の場合なぞを

考慮するとき，Modigl圭an圭のいう如く，過去に

おけ’る最高所得年ξ）影響，いわゆるモディリア

ニ因子Modiglinan圭factorの効果を考えるこ

とも出来る。そうすれば求める式は

　　Ct＝aユ十a2Yt－1十a3　Yo……a1十a3　Yo瓢a

となるが，ここでは省略する。

　ところで，以上は戦前のものについて推定し

たのであるが，最近の資料に基いて，粗柴な点

は我慢して推定してみるとする。戦後比較的安

定してきたと思われる昭和25年以後の家計支

出について検討すると次表の通りである。

　　　　　　農蒙所得と家計支出

昭和24年
　　　25年

　　　26年

　　　27年

　　　28年

所　　得
　　　　
213，887

300，782

355，364

346，628

333，159

家計支ぬ
　　　の
216，328

246，609

295，900

322，974

360，801

岡上家族1入当り修正値（譲）・

昭和25隼
　　　26隼

　　　27年

　　　28年

所　　得

　30β28

　28，567

　47，654

　44，067

　農林省農家経済調査報告によって作製

　パリティ指数（家計用品）によって修正

贅主　前臨同様前年度所得をとる

　求める式は

　　Ct＝・16β70円十〇．589　Yt÷呈

　即ち，戦前に比べて限界消費性向はやや高く

なってい、る。なお，戦解物摘に．修正すると，

　　Ct＝80．72円十〇．589　Yty

　となり，藏片は反対｝こ小さくなる。いわば農

家の消費水準は高くなったとはいえ，戦前より

は不安定であることを物語っている。

　以上概括的に北海道における農家の家計支出

の様粗をみたのであるが，これを基にした各構

成費臼の分析については他に譲りたい。

家計支出

　3婆，968

　37．941

　43，311

　45，868

　　　農業
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・垂心紹介・

開発政策を体系的に理解

池田善長著「開発政策要論」

　一つの園家がその閣罠経済の拡大発墨を期待

しつつより広い，世界経済に位騒しょうとする

努力，綴じように一つの地域が，その地域経済

の拡大発展を企画する芋麺，たとえそれが自由

主義経済秩序の巾にある場合にあっても，圏土

圏発欝画といったどちらかというと計澗経済的

な要素を多分にもった考え方を奪喫して，或い

は発展の契機とし或は悪粂件の克服に役劇せし

めようとする。このように地域の経済発展を企

画し，新らしい生活領域を拡大する努力は勿論

一つの企業体としても不可能ではなかろうが，

多くの場合これを超えた公共目立揚に於て計雌

化され，その立場に：於ける福祉が最終園標とし

て転調され得ることが必要である。

　開発一これはこのような性格を持つた経済

発展への一つの手段であり，ポリシーの具体化

されたプログラミングである。現象型態として

或は技術過程としてみた開発は，自然の均衡に

対する入目の破壊によるより高次の均衡への過

程に他なちない。併し乍らその罠標とするもの

は，二胡による結果としての地域経済の発展一

生活水準の向上一二罠の福祉である。今臼こ

のような考え方は或はこのような考えをじっく

り考慮する暇がないのかも知れない。それ程に

爾発計醐は地方的に地域的に鯛家的に，更には

國際的な立揚から広汎多岐にわたって計爾され

て細り乍ら，それらには何か政策としての一・貫

牲に欠け，政策とい．うより為事の績上げといっ

た形で欄々の計鰹が机上に堆積されておるとい

うのが現実であろう。

　このような島々の現実に）賊する諮計画の菱々

についての技術的な検討については，ある程度

科学的な裏付けが行われている七，又検討がさ

れねばならないのであるが，それらに通じた政

　なお，最後に一言附記しておきたいことは，

資金の動態の分析にして，その他の資料に，して

も，利用せる資料は農家の平均約な数字であっ

て，これが颪ちに北海道にお13鴨る農家の性格を、
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策的な一貫性，或は種門づけは今闘の段階では

まず背われていないと穏・うのが実態であろう・

一つの計園と織の言h｝l11とはどんな有機的な関連

をもつているのか，その政策の背景とされてい

る事実はどんな意義を屯つのか，その政策効果

はどのような立場から考えられているのか，と

いった政策的なというよりその根底をなす説明

づけが行われていない，従って総合開発といっ

てもそこに流れるアイディアは必ずしも統一さ

れておらず，如侮にも個々の計画がバラバラに

浮上つた形のものとなっているものが多い。こ

こに開発政策諭という一貫した翻心理念が確立

され，個々の計画なり政策に統一と総合が与え

られ体系づけが行われねばならぬであろう。

　この著書はこのような現実に対して一歩問題

を解決しようとの意圏から，圏発をその政策朗

見地から，体系的に理解しようとする試みをし

た最初の労作である。本邦に於てこのような努

力は勿論のこと，醐発政策に関する専門書はま

ず砦無に等しいときにあたって，開発計画と臼

聴取澱む人々，即発問題を研究する人々，開発

政策を推進する入寮としても一応このような開

発に：対する基本的な考え方を，静かに見直おす

槻会が与えられるべきであろう。

　内容はまず開発に対する認識に筆を超こし，
ここ． ｩら開発の近代的な意義を求め，開発政策

の考え方を規還する。更に溺発の方式として過

去的な移植艮曙発，土地陽発，資源開発ζいう

単目的溺発から田下保全と開発を両立併存せし

める、国土開発という薪らしいアイディア，更

に多罠的開発としての総合開発へと進化した過

程を跡付けることによって，入歯の越つた開発

活動の罷職的な説明を行って第一篇を終ってい

る。算自働調発政策の拠ってたつ経済理論第

三篇に於ては開発政策の具体的展躍を，生活圏

の縮少拡大の過程の中に求め，来開発地域の測

窺方法，．開発計画策定の体系，開発効果の灘定

鱗こわたり詳細な説明が行潤ている。（KK）

＜（押脚膏45G円　送料6⑪円ネし恥晃市4ヒ3条西1丁

　　騒　　」1μ累∫L書κ彗栽灘と発行　　振替！」、樽12，677＞

示すものとはいえない点であり，特に資1薯はそ

の調査三二における劇約からやや上層，もしく

は比絞的進歩約な農家に偏っていることをおこ

どわりしておく次第である。


